
【DP1】在宅、施設、病院において疾患をもつ人や状態変化のある人に対して、包括的健康アセスメント、的確な臨床判断、治療の管理、治療効果の評価を実施できる能力を身につけている
【DP2】対象に必要なケアについて医師ならびに関係者と連携・協働を推進できる能力を身につけている
【DP3】個人（個々人）の健康の質・生活の質や価値観を重視し、看護倫理に基づいた総合的な高度看護実践能力を身につけている
【DP4】現場に根差し、実践的な課題解決にむけて、根拠のある高度な看護を提供（実践）しながら常によりよい看護を自ら発展させるための研究能力を身につけている
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課題研究論文審査

日本NP教育大学院協議会NP資格認定試験 受験資格取得

死生学入門
保健医療・福祉システム特論
プライマリケア看護実践特論Ⅰ
プライマリケア看護実践特論Ⅱ

包括的健康アセスメント特論
プライマリケア疾病特論
プライマリケア症候特論
臨床薬理学特論Ⅱ
人体構造・機能学特論

実習科目 演習科目含む太字：特定行為科目 講義科目

※受験資格取得は修了要件ではありません

選択科目

特定行為研修 修了

１
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東京医療保健大学医療保健学研究科（修士課程）カリキュラムツリー 〔プライマリケア看護学領域〕

臨地実習

NP活動同行実習

統合臨床病態生理学・疾病概論
臨床推論
臨床薬理学特論Ⅰ
フィジカルアセスメント特論
統合医療安全・特定行為実践特論
特定行為共通科目統合演習

プライマリケア看護実践Ⅰ【呼吸器関連・血糖コントロール関連】
プライマリケア看護実践Ⅱ【ろう孔管理関連】
プライマリケア看護実践Ⅲ【創傷管理関連】
プライマリケア看護実践Ⅳ【栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連】
プライマリケア看護実践Ⅴ【感染に係る薬剤投与関連】
プライマリケア看護実践Ⅵ【精神及び神経症状に係る薬剤投与関連】

フィジカルアセスメント応用演習
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